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【全体を通して】
・昨年度の問題と比較すると、大問数は同じであるが、文章で答える問題が１問減

り、小問で、選択式の問題数が増えた。

・漢字の書き取り、送り仮名、主語と述語の関係など、言語についての知識・理解・

技能が身に付いているかどうかを問う問題が、大問の中の小問として一体的に出

題された。

・目的に応じて情報を捉え、まとめたり伝えたりする力を問う問題が出題された。例

えば、大問１では、インスタント食品のよさについて、インタビューを通して自分の

知りたいことを聞き出すことや得た情報を基にして自分の考えをまとめることとし

て出題された。大問２では、プラスチックの３Ｒ週間を提案する「下書き」に書くた

めに必要な情報を得て、事実と意見とを区別して書くこととして出題された。大問

３では、文学作品を読んで複数の叙述を関係付け、登場人物の心情について自

分の考えをまとめることが選択式の問題として出題された。

小学校 国語科

【読み解く力に関連する問題】
〇大問１ 事物のよさを調べ、自分の考えを発表する（インスタント食品）において、

・目的に応じた取材の進め方を捉えることができるかどうかをみる。

・目的に応じたメモの取り方を捉えることができるかどうかをみる。

・目的や意図に応じ、取材内容を基にして、自分の考えをまとめることができるかど

うかをみる。

○大問２ 提案する文章を書く（わたしたちにできる「プラスチックの３Ｒ週間」）にお

いて、

・事実と意見とを区別して書くことができるかどうかをみる。

・表を用いた目的を捉えることができるかどうかをみる。

【指導改善のポイント】
☆児童が引用の仕方や文章の構成を工夫する指導

・分かったことをまとめる文章を書く、調べて分かったことや意見を述べるなどの言

語活動を設定した学習活動を行う。

・国語科の時間に限らず、他教科等においても、複数の図書や資料から必要な情

報を取り出したり、まとめたりする学習活動を行う。

・「ガッテンプリント」の「読むこと・書くこと」1101から1124までを活用する。

☆語句の係り方や語順、主語と述語の関係、接続詞の役割、文と文の意味のつな

がり等を捉える力を身に付ける指導

・国語科の時間に限らず、他教科等においても、「書き出しの文に続けて書く」活動

を取り入れる。
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○調査問題の一覧

一
５
６
ア

〇 〇

二
３
４
ア

〇 〇

三
５
６
エ

〇 〇 〇

一
５
６
イ

〇 〇

二
５
６
ウ

〇 〇 〇

三
５
６
エ

〇 〇

四
(１)
ア

５
６

(1)ｳ
(ｱ）

〇 〇

四
(２)
イ

５
６

(1)ｲ
(ｳ）

〇 〇

四
(２）
ウ

５
６

(1)ｲ
(ｳ）

〇 〇

五

３
４

(1)ｲ
(ｷ）

〇 〇

一
３
４
ウ

〇 〇

二
(１）

３
４

(1)ｲ
(ｷ）

〇 〇

二
(２）

３
４

(1)ｲ
(ｷ）

〇 〇

三
５
６
エ

〇 〇

四
５
６
エ

〇 〇

＊　「期待する正答率」については、関連する過去の問題の正答率等を参考に、県が算出したものである。

問
題
番
号

問題の概要 出題の意図

学習指導要領の領域等 評価の観点

期待する
正答率

話
す
こ
と

聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と

国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意

欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解
・
技
能

問題形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

インスタント食品のよさについての取材の
進め方の説明として適切なものを選択する

目的に応じた取材の進め方を捉え
る

80%

インスタント食品のよさについての取材に
おける，メモの取り方の説明として適切なも
のを選択する

目的に応じたメモの取り方を捉える 80%

インスタント食品のよさについての【発表の
様子】の      に，取材を通して分かったこと
を取り上げて書く

目的や意図に応じ，取材内容を基
にして，自分の考えをまとめる

55%

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書き
①】の最初の      の内容を，どのように工
夫して書いているのか，適切なものを選択
する

目的や意図に応じて，文章全体の
構成を考える

85%

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書き
①】の      　に，【本の一部】からプラスチッ
クがずっと残ってしまう理由を書く

事実と意見とを区別して書く 30%

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書き
②】の「プラスチックの３Ｒ週間　チャレンジ
表」をどのような目的で書いているのか，適
切なものを選択する

表を用いた目的を捉える 80%

70%

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書き
①】の中の　　 部イを，送り仮名に気を付け
て書き直したものとして適切なものを選択
する（考えをあらため） 送り仮名に注意して，漢字を文の

中で正しく使う

80%

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書き
②】の中の　　 部ウを，送り仮名に気を付け
て書き直したものとして適切なものを選択
する（たしかめましょう）

80%

「金色の足あと」を読み，【ふせん①】の 　　
に入る内容として適切なものを選択する

叙述を基に場面の様子を捉え，登
場人物の気持ちを想像する

80%

「金色の足あと」の　　  部イの文で，      　
部「長い」がくわしくしている言葉として適切
なものを選択する

文の中における修飾と被修飾との
関係を捉える

70%

「金色の足あと」の　　　部ウの文で，       
部「しきりに」がくわしくしている言葉として
適切なものを選択する

65%

「金色の足あと」を読み木村さんが，【ふせ
ん③】で正太郎が感動したと考えている内
容として適切なものを選択する

登場人物の相互関係に基づいた行
動を表す叙述から，心情を捉える

70%

木村さんが，「金色の足あと」の　　　部オを
　　　部ア，エと関係付けて読み，【ふせん
④】のように書いた理由の説明として適切
なものを選択する

複数の叙述を関係付け，登場人物
の心情について自分の考えをまと
める

60%

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書き
①】のＡの文を，　 　部と　 　 部とのつなが
りに気を付けて書き直す

文の中における主語と述語との関
係などに注意して，文を正しく書く

60%

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書き
①】の中の　　 部アを，漢字を使って書き直
す（ひじょうにおどろきました）

学年別漢字配当表に示されている
漢字を文の中で正しく使う
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自
分
が
感
じ
て
い
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
よ
さ
と
、
取
材
を
し
て
分

か
っ
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
よ
さ
を
み
ん
な
に
発
表
し
た
い
な
。

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
の
で
好
み
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
こ

ろ
や
、
一
人
分
だ
け
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
作
り
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

正
答
例

②
情
報
を
整
理
す
る

メ
モ
か
ら
発
表
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
選
択

し
て
、
発
表
原
稿
の
下
書
き
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

③
再
構
築
す
る

取
材
内
容
を
基
に
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
簡
単
」「
お
い
し
い
」と
い
う
よ
さ
は
自
分
と
同
じ
だ
か
ら
書
か
な
く

て
い
い
ね
。
知
り
た
か
っ
た
こ
と
を
書
く
と
い
い
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
よ
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
。
メ
モ
を
基
に
、
み
ん
な
に
伝

え
た
い
情
報
を
選
ん
で
、
文
の
構
成
を
考
え
よ
う
。

問
題
と
し
て
出
題
は
さ
れ
て

い
な
い
が
、
実
際
の
学
習
活

動
の
展
開
と
し
て
、
発
表
の

前
に
原
稿
の
下
書
き
を
書
く

活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
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取
材
す
る
相
手
に
よ
っ
て
、
感
じ
て
い
る
よ
さ
は
違
っ

て
く
る
ん
だ
な
あ
。
知
り
た
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か

る
な
あ
。

●
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
、
工
夫
し
て
取
材
を
し
た
り
、
取
材
し
た
こ
と
を
基
に
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
を
み
る
。

１

事
物
の
よ
さ
を
調
べ
、
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
（イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
）

出
題
の
趣
旨

学
級
の
友
達
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
り
た
い
な
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に
は
ど
の
よ
う
な
よ
さ
が
あ
る
か
取

材
し
よ
う
。

①
情
報
を
取
り
出
す

取
材
相
手
よ
り
収
集
し
た
情
報
か
ら
必
要
な
情
報
を
取
り
出
す
と
と
も

に
、
新
た
に
興
味
や
疑
問
を
も
っ
た
こ
と
を
解
決
す
る
た
め
に
、
適
切
な
相

手
を
選
ん
で
さ
ら
に
取
材
を
し
、
メ
モ
に
書
き
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

－4－



　

【全体を通して】
・昨年度の問題と比較すると、大問数は同じだが、小問数が２問増えた。記述式の問題に

ついては、昨年度と同様の４問の出題だった。

・異分母の計算や長さの単位について等の数量や図形についての基礎的・基本的な知識・

技能を問う問題が大問の中の小問として一体的に出題された。

・分数の加法や小数の加法について、計算の仕方を解釈して検討したり、数の表し方の仕

組みや数を構成する単位に着目し、整数の加法に帰着して考察したりする等、数学的な

見方・考え方を働かせる問題が出題された。

・日常生活の問題解決のために、資料の特徴や傾向を読み取ったり、その資料をほかの

観点で考察したりすることができるかどうかをみる問題が出題された。

小学校 算数科

【読み解く力に関連する問題】
〇大問３ 計算の仕方の解釈・検討と統合的な考察（分数の加法と小数の加法）において、

・１Ｌの大きさを表している図を基に、異分母の分数の加法における示された二つの図につ

いて解釈することができるかどうかをみる。

・示された計算の仕方を解釈し、異分母の分数の加法における単位分数の大きさを捉える

ことができるかどうかをみる。

・示された考えを基に、数の相対的な大きさを用いて、小数の加法を整数の加法に直して

処理する方法を言葉と式を用いて記述できるかどうかをみる。

○大問４ 資料について様々な観点で考察すること（緑のカーテン）において、

・基準量と比較量の関係を表している図を判断し、百分率について理解しているかどうかを

みる。

・示された棒グラフを基に、ほかの観点で表している棒グラフを棒の長さに着目して判断し、

判断の理由を言葉や式を用いて記述できるかどうかをみる。

【指導改善のポイント】
☆基礎的・基本的な事項の習得の徹底

・1時間の授業の中で学んだことを使って、児童一人ひとりが「できた」を実感できる適用問

題に取り組む。

☆式が表す意味を式と図を関連付けて具体的に説明する活動の設定

・授業の中で、児童が、式の表す意味を具体的な場面や図と関連付けて筋道を立てて説

明する活動を設定する。その場面では、児童が既習の「算数用語」を適切に用いることが

できるように継続して指導をする。

☆児童が「数学的な見方・考え方」を働かせている授業展開

・小学校学習指導要領解説算数編の「各学年の内容」を熟読して、授業の展開を考える。
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○調査問題の一覧

（１）
5（3）
アイ

○ ○

（２）
3（1）
ア

○ ○

（３）
4（1）
ア

○ ○

（４）
4（1）
イ

○ ○

（５）
4（3）
アイ

○ ○

（１）
5（2）
ア

○ ○

（２）
2（3）
ア

5（2）
ア

2（2） ○ ○

（３）
5（1）
エ

○ ○

（４）
2（3）
ア

4（1）
5（1）
ア

○ ○

（１）
5（4）
オ

○ ○

（２）

3（6）
アイ
5（4）
エオ

○ ○

（３）
5（4）
エオ

○ ○

（４）
4（5）
アイ

○ ○

（１） 5（3） ○ ○

（２）
3（3）
ア

○ ○

（３）

4（1）
ア
4（4）
イ

○ ○

＊　「期待する正答率」については、関連する過去の問題の正答率等を参考に、県が算出したものである。

45%

期待する
正答率

問題形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

50個の図に対して，40個を表している図を
選び，40個は50個の何％であるのかを書く

基準量と比較量の関係を表している図を判
断し，百分率について理解している 65%

ヘチマのくきの長さを表している棒グラフを
基に，のびたくきの長さを表している棒グラ
フを選び，選んだわけを書く

示された棒グラフを基に，ほかの観点で表し
ている棒グラフを棒の長さに着目して判断
し，判断の理由を記述できる

50%

教室の気温を表している折れ線グラフから
読み取ることができる事柄を選ぶ

折れ線グラフから変化の特徴を読み取ること
ができる 90%

示された計算の仕方を解釈し，異分母の分
数の加法における単位分数の大きさを捉え
ることができる

75%

0.75＋0.9について，ある数のいくつ分かを
考え，整数のたし算に表して説明するときの
求め方を書く

示された考えを基に，数の相対的な大きさを
用いて，小数の加法を整数の加法に直して
処理する方法を記述できる

50%

１Ｌの大きさを表している図を基に，異分母の
分数の加法における示された二つの図につ
いて解釈することができる

40%

三角柱の底面に貼る紙の枚数と，側面に貼
る紙の枚数を書く

三角柱の底面と側面について理解している 85%

示された四角柱について，かけ算の式がど
のようなことを表しているのかを書く

底面が正方形の四角柱の構成要素や性質
を基に，示された乗法の式の意味を記述でき
る

示された場面において，全体の大きさを求め
るために，一つ分の大きさのほかに必要な数
量を見いだすことができる

70%

１/３＋２/５を計算する
異分母の分数の加法の計算をすることがで
きる 85%

面積の単位と測定の意味について理解して
いる 85%

円柱の側面に貼る長方形の紙の横の長さ
を示す適切な点を選ぶ

直径，円周，円周率の関係について理解して
いる 50%

縦80ｍ，横50ｍの長方形の面積を求める式
を書く

長方形の面積の求め方について理解してい
る 80%

縦80ｍ，横50ｍの長方形を縦に何個，横に
何個並べると，横240ｍ，横300ｍの長方形
になるのかについて，求め方と答えを書く

二つの長方形の辺の長さを比較し，長方形
を縦に並べる個数と横に並べる個数の求め
方と答えを記述できる

60%

基準量，比較量，割合について，数量の関係
を捉えて立式し，乗数が小数の場合の乗法
の計算をすることができる

75%

１００００ｍは何㎞であるのかを書く 長さの単位について理解している 85%

出題の意図

学習指導要領の領域 評価の観点

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に

つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に

つ
い
て
の
知
識
・
理
解

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

問
題
番
号

問題の概要

150㎝の1.3倍に当たる長さを求める式と答
えを書く

72000㎡は何の72000個分であるのかを選
ぶ

エナメル線のおよその長さを求めるために，
調べる必要のある数量を選ぶ

１/４Ｌの図を直すわけとしてまとめた文章に
入る数を書く

１/２＋１/４の計算の仕方を表している図に
ついて，一つ分の大きさが何Ｌであるのかを
書く
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３ （２）（３）

①必要な情報を確かに取り出す ②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

計算の仕方を解釈して検討することができる。

計算の仕方の解釈・検討と統合的な考察（分数の加法と小数の加法）３

出題の
趣旨

● 計算の仕方を解釈して検討したり、統合的に考察したりすることができるかどうかをみる。

（２）１Ｌの大きさを表している図を基に、異分母の分数の加法における示された二つの図について解釈す
ることができる。

（２） ア １

イ ２

正答

異分母の加法を数の表し方の仕組み

や数を構成する単位に着目し、整数

の加法に帰着して考察する。

答えが Ｌだとすると、 Ｌと Ｌを足し

ているのに、 Ｌより小さくなるのは、おか

しいな・・・。

１Ｌの大きさを表している図を基に、

＋ の計算の仕方を考える

場面において、【はなこさんの考え】

の図と【ようたさんの考え】の図を比

較し、単位分数の大きさを捉える。

問題文を読み、 ＋ と

立式し、１Ｌの大きさを表

している図を基に、 Ｌを

図に表す。

１

４

１

２

１

２

１

２

１

４

２

６

１

２

１

４１

２

Ｌ と、 Ｌは、それぞれ、１Ｌを２等分した１つ分と１Ｌを４等分した１

つ分だったね。１Ｌを４等分した１つ分の Ｌをもとにする分数（単位

分数）と考えると、 Ｌは、 Ｌになり、 Ｌが、２つ分になるよ。

だから、 ＋ は、 が ２＋１（個分）で になるよ。

１

２

１

４
１

４
１

２
２

４

１

４
１

２

１

４

３

４

１

４
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３ （４）

①必要な情報を確かに取り出す ②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

解釈した計算の仕方を基に、統合的に考察することができる。

（３）示された計算の仕方を解釈し、異分母の分数の加法における単位分数の大きさを捉えることができる。

（４）示された考えを基に、数の相対的な大きさを用いて、小数の加法を整数の加法に直して処理する方法を言葉と
式を用いて記述できる。

（３） ウ正答
１

４

（４）
（例）０．７５＋０．９について、０．０１のいくつ

分かを考えると、７５＋９０＝１６５という
整数のたし算に表すことができます。
０．０１が１６５個分なので、答えは
１．６５です。

（２）（３）での分数の加法の計算の
解釈を基に、数の相対的な大きさ
に着目し、小数の加法も同様に計
算できるかを考える。

０．７５＋０．９について、【はなこさ
んの説明】と同様に、ある数のいく
つ分かを考えて整数のたし算に表し
て、言葉と式を使って説明する。

（２）（３）での考え方や【はなこさんの説
明】のように、０．７５＋０．９も整数のたし
算に表して考えることができるのかな。

０．７５＋０．９は、０．０１を基に考えると、０．７５
は、０．０１が７５個分で、０．９は、０．０１が９０
個分になるよ。だから、０．７５＋０．９は、０．０１
が７５個分と９０個分で０．０１が１６５個分になる
から、答えは、１．６５になるね。

正答

－8－



【全体を通して】
・昨年度と比較すると、大問数は同じであるが、大問４として、言語についての知識・

理解・技能についての問題がまとめて出題された。特に、文章に即して漢字を正し

く読む問題が３問出題された。

・大問の中の小問として、行書の特徴や助詞の働きについて理解しているかという

基礎的・基本的な知識を問う問題も出題された。

・文章の内容を読み取る問題については、選択式の問題が出題された。

・自分の考えが相手に分かりやすく伝わるように工夫することや読み手に効果的に

伝わるように、説明や具体例を加える記述式の問題が出題された。

中学校 国語科

【読み解く力に関連する問題】
〇大問１ スピーチをする（書道パフォーマンス）において、

・自分の考えが相手に分かりやすく伝わるように工夫して話すことができるかどうか

をみる。

○大問３ 俳句を創作するにおいて、

・自分の考えが読み手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えて書くことが

できるかどうかをみる。

【指導改善のポイント】
☆生徒が話の要点をつかみ、自分の考えを述べる指導

・友達の一分間スピーチを聞いて、一番伝えたかったことが何かを発表し、それに

ついて、自分がどう思うか感想を述べる学習活動を行う。

・国語科の時間に限らず、他教科等においても話の要点をつかみ、それついて自分

の考えを述べる学習活動を行う。

☆生徒が自分の考えを効果的に伝えるために、説明や具体例を丁寧に記述したり、

発表したりする指導

・生徒の考えがあいまいな場合、指導者が生徒の言いたいことを代わりに言って、

生徒が納得したことを確認するだけでなく、そのことを生徒自身が文章に変換する

学習活動を根気強く行う。

・「ガッテンプリント」の「書くこと」に関する1133から1141までを活用する。
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○調査問題の一覧

一
２
ウ

〇 〇

二
1(2)
イ

〇 〇

三
１
イ

〇 〇 〇

一
１
イ

〇 〇

二
2(1)
イ(エ)

〇 〇

三
１
イ

〇 〇

四
１
イ

〇 〇

２
ウ

〇 〇 〇

一
①

2(1)
ウ(ア)

〇 〇

一
②

2(1)
ウ(ア)

〇 〇

一
③

2(1)
ウ(ア)

〇 〇

二
①

１(1)
ア
（ア）

〇 〇

二
②

1(1)
ア(ア)

〇 〇

三
２(1)
イ(ウ)

〇 〇

＊　「期待する正答率」については、関連する過去の問題の正答率等を参考に、県が算出したものである。

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直
す（ゐる）

85%

動作をしている人（もの）が異なるもの
を選択する

文の成分の照応について理解
する

85%

歴史的仮名遣いを現代仮名
遣いに直して読む

漢字を読む（吹いて） 95%

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直
す（よささうな）

85%

漢字を読む（震えて） 95%

漢字を読む（支度） 95%
文脈に即して漢字を正しく読
む

助詞の働きについて理解する 85%

「逆に」について，何と何が「逆」なのか
を説明したものとして適切なものを選
択する

文章の展開に即して内容を捉
える

60%

文章の内容を捉え，書き手の
考えを理解する

60%

創作している俳句に入れる言葉を選択
し，その言葉を選んだ理由を書く

自分の考えが読み手に効果
的に伝わるように，説明や具
体例を加えて書く

50%

資料や機器などを効果的に活
用した話し方について理解す
る

85%

行書で書かれた「桜」の特徴の組合せ
として適切なものを選択する

行書の特徴を理解する 65%

自分の考えが相手に分かりや
すく伝わるように工夫して話す

60%

「固定観念を異なる視点から見ること」
について，本文中に示されている具体
例として適切なものを選択する

文章の中心的な部分と付加的
な部分とを読み分け，内容を
捉える

60%

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語

の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

記
述
式

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

期待する
正答率

話
す
こ
と

聞
く
こ
と

書
く
こ
と

問題形式評価の観点学習指導要領の領域等

問
題
番
号

問題の概要

動画の活用の仕方について説明した
ものとして適切なものを選択する

卒業生から学ぶ会の最後に述べるお
礼の言葉を書く

本文中の「さえ」と同じ意味で用いられ
ている用例と，その意味を選択する

図に当てはまる言葉の組合せとして適
切なものを選択する

出題の趣旨
読
む
こ
と
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１出
題
の
趣
旨



自
分
の
考
え
が
相
手
に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

①
情
報
を
取
り
出
す

・橋
本
さ
ん
の
伝
え
た
い
こ
と
を
取
り
出
す
。

橋
本
さ
ん
は
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
魅
力
に
つ

い
て
話
そ
う
と
し
て
い
る
。

場
面
①
と
場
面
③
に
、
魅
力
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
。

②
自
分
の
考
え
と
情
報
を
比
較
し
、
関
連
付
け
て
整
理
す
る

・お
礼
の
言
葉
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
す
る
。

橋
本
さ
ん
が
伝
え
た
い
こ
と
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員

で
力
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
作
品
を
作
る
こ
と
が
魅
力

だ
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
自
分
の
学
校
生
活
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
書
い
て
み
よ
う
。

ス
ピ
ー
チ
を
す
る
（書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

正
答
例

三

橋
本
さ
ん
、
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
の
お
話
を

伺
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
魅
力
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
力
を
合

わ
せ
て
学
校
行
事
な
ど
に
取
り
組
み
、
充
実
感
を
味
わ
い
た
い
で
す
。
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３出
題
の
趣
旨



自
分
の
考
え
が
読
み
手
に
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
説
明
や
具
体
例
を
加
え
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

①
情
報
を
取
り
出
す

・【
辞
典
の
記
述
】の
中
の
ど
の
よ
う
な
意
味
に
着
目
す

る
の
か
選
ぶ
。

他
の
【
言
葉
の
候
補
】
と
の
意
味
の
違
い
が
分
か

る
よ
う
に
書
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。

微
妙
な
意
味
の
違
い
が
あ
る
か
ら
、
選
ん
だ
【
言

葉
の
候
補
】
の
意
味
も
書
い
て
、
選
ん
で
い
な
い

【
言
葉
の
候
補
】
の
意
味
も
書
く
と
効
果
的
。

②
自
分
の
考
え
と
情
報
を
比
較
し
、
関
連
付
け
て
整
理
す
る

・自
分
の
考
え
た
情
景
や
心
情
を
【
言
葉
の
候
補
】の
意

味
と
関
連
付
け
な
が
ら
ま
と
め
る
。

私
は
、
卒
業
式
の
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
涙
が

音
も
な
く
静
か
に
頬
を
伝
う
様
子
を
表
し
た
い
。

「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
だ
と
涙
が
大
粒
す
ぎ
る
し
、
「
ぽ

ろ
ぽ
ろ
」
だ
と
一
粒
ず
つ
と
い
う
感
じ
に
な
る
と
思

う
。

俳
句
を
創
作
す
る

正
答
例

Ａ

私
は
「
ほ
ろ
ほ
ろ
」の
「
小
さ
く
軽
い
も
の
が
、
音
も
な
く
続
け
て
こ
ぼ
れ

落
ち
る
」と
い
う
意
味
に
着
目
し
ま
し
た
。
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
に
は
「
大
粒
の
涙

を
こ
ぼ
す
」、
「
ぽ
ろ
ぽ
ろ
」に
は
「
一
粒
ず
つ
続
け
て
こ
ぼ
れ
落
ち
る
」
な
ど

の
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
卒
業
式
の
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
静
か
に

涙
を
流
す
様
子
を
表
現
し
た
い
の
で
、
「
音
も
な
く
」と
い
う
意
味
が
あ
る

「
ほ
ろ
ほ
ろ
」を
選
び
ま
し
た
。

正
答
例

Ｂ

音
も
な
く
涙
を
流
す
様
子
を
表
す
「
ほ
ろ
ほ
ろ
」や
、
一
粒
ず
つ
続
け
て
こ

ぼ
れ
落
ち
る
様
子
を
表
す
「
ぽ
ろ
ぽ
ろ
」で
は
な
く
、
大
粒
の
涙
を
流
す
様

子
を
表
す
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
三
年
間
と

も
に
過
ご
し
た
仲
間
た
ち
と
別
れ
る
悲
し
み
の
深
さ
を
、
涙
の
大
き
さ
で

表
し
た
い
か
ら
だ
。
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【全体を通して】
・昨年度の問題と比較すると、大問数は同じだが、小問数が１問減った。記述式の問

題については、昨年度と同様の４問の出題だった。

・問題の前半に絶対値の意味を問う問題や変化の割合を求める問題など、基礎的な

知識・技能を問う問題が５問出題された。

・今年度も式やグラフを用いて紙パックの枚数を求める問題や、病院の来院者に実

施したアンケートをもとに作成された表やグラフから、待ち時間の状況を考察するな

ど、身近な話題を題材にした問題を通して、事象を数理的に考察し、結果について

数学的に表現する問題が出題された。

中学校 数学科

【読み解く力に関連する問題】
〇大問６ 事象の数学的な解釈と問題解決の方法（紙パック）において、

・比例の関係を的確に捉えることができるかどうかをみる。

・グラフ上の２点のｙ座標の差を、事象に即して解釈することができるかどうかをみる。

○大問８ データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断すること（病院の待ち時

間）において、

・表やグラフを活用して、数学的に処理することができるかどうかをみる。

・資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的用語を用いて説明することができ

るかどうかをみる。

【指導改善のポイント】
☆数学的な表現を含めた知識の習得の徹底

・生徒が習得できているかどうかを定期テストだけで把握するのではなく、単元の途

中や単元末に確認する。習得が不十分な場合には、関連する問題に生徒が繰り返

し取り組めるよう、継続して指導をする。

☆習得した数学的な表現を含めた知識・技能を活用する場面の設定

・単元末には、生徒が既習内容を活用しながら課題を解決する授業を計画し、その

時間を見据えた単元・授業づくりを意識する。(例：通学時間、学習時間、睡眠時間な

どの生徒自らの生活時間を利用した＜単元：データの活用＞の授業)

・習得した数学的な表現を用いて、生徒自身が式の意味や考え方等を説明するよう

な場面を設定する。（例：新しい数の性質を見いだし、文字を用いてその性質を明ら

かにする活動や、二つの数量の関係を一次関数とみなすことで未知の状況を予測

する活動）
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○調査問題の一覧

1(1)
ア

○ ○

1(2)
ア

○ ○

1(1)
ア

○ ○

2(1)
イ

○ ○

1(1)
ア

○ ○

(1)
1(1)
オ

○ ○

(2)
1(1)
エ,
オ

○ ○

(1)
2(1)
ア

○ ○

(2)
2(2)
ウ

○ ○

(3)
2(2)
ウ

○ ○

(1)
1(1)
ア

○ ○

(2)
1(1)
ア

○ ○

(3)
1(1)
イ

○ ○

(1)

2(1)
ア
2(2)
イ,ウ

○ ○

(2)

2(1)
イ
2(2)
イ,ウ

○ ○

＊　「期待する正答率」については、関連する過去の問題の正答率等を参考に、県が算出したものである。

里奈さんの求め方の手順３において，わる
数の３がどんな数であるかを説明する

連立方程式を解く過程を振り返
り，事象に即して解釈し，事柄の
特徴を数学的に説明することが
できる

45%

「６０分未満の来院者は，８時台の方が11
時台より多いとは言い切れない」と主張す
ることができる理由を相対度数を用いて説
明する

データの特徴を的確に捉え，判
断の理由を数学的な表現を用い
て説明することができる

50%

洋平さんの求め方の手順2に対応する計
算を連立方程式を解く過程１から選ぶ

連立方程式を解く過程を，事象
に即して解釈することができる

50%

持ち時間の範囲を求める 範囲の意味を理解している 60%

ヒストグラムから待ち時間が６０分未満の
来院者の人数を求める

目的に応じてヒストグラムから分
布の特徴を読み取ることができ
る

90%

中央値の意味を理解している 75%

4日間で集まった紙パックの枚数を求める
ために，枚数を何に置き換えて考えている
かを書く

事象における数量の関係を見い
だし，それを的確に捉えることが
できる

80%

垂線の作図の方法について理解
している

75%

xの増加量とyの増加量から一次関数の変
化の割合を求める

一次関数の変化の割合を求める
ことができる

60%

絶対値の意味を理解している 90%

２けたの自然数を文字を用いた式で表す
数量を文字を用いた式に表すこ
とができる

90%

事象を数学的に解釈し，問題解
決の方法を数学的に説明するこ
とができる

50%

ＡＦ∥ＢＥとなることについて根拠となる２
つの角を書く

２直線に１つの直線が交わると
き，錯角が等しければ，２直線は
平行になることを理解している

70%

調べたことの①と④を基に，予想が成り立
つことをいう際に，根拠として用いる平行
四辺形になるための条件を選ぶ

根拠として用いられる平行四辺
形になるための条件を理解して
いる

60%

ΔＡＢＣにおいて，∠Ｂの大きさが９０°
で，点Ｅが辺ＢＣの中点ならば，四角形ＡＢ
ＥＦがどのような四角形になるかを説明す
る

付加された条件の下で，新たな
事柄を見いだし，説明することが
できる

50%

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

問
題
番
号

問題の概要

絶対値が３より大きい数を選ぶ

垂線を作図する手順において，ふさわしい
点を選ぶ

男子生徒35人がハンドボール投げを行
い，記録の中央値が24ｍだったことについ
て，正しく記述しているものを選ぶ

集まった紙パックの合計の重さを４５０００
ｇとしたとき，紙パックの枚数の違いがおよ
そ何枚になるかをグラフから求める方法を
説明する

出題の意図
期待する
正答率数

と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意

欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え

方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い

て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式
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６ （１）

①必要な情報を確かに取り出す ②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

事象における数量関係を見いだし、目的に応じて的確に捉えることができる。

（１）厚さ（高さ、長さを含む。）

大輝さんと葉月さんが紙パックの
枚数を求めるために注目した２つ
の数量は違ったね。

紙パック10枚の厚さが

わかっているとき、紙パッ
ク全体の厚さから枚数が
求められることがわかる。

大輝さんの求め方から、
紙パックの枚数と合計の厚
さの２つの数量が比例関係
であることを見いだす。

事象の数学的な解釈と問題解決の方法（紙パック）６

出題の
趣旨

● 事象における数量の関係を見いだし考察する場面において、次のことがいえるかどう

（１）集まった紙パックの枚数の求め方を読み、紙パックの枚数を求めるために枚数を何に置きかえて考
えているかを答える。

正答

－15－



６ （２）

①必要な情報を確かに取り出す ②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

グラフが表していることを解釈し、説明することができる。

（２）１
わけ（例）1枚の重さを28ｇとしたときのグラフと1枚

の重さを32ｇとしたときのグラフについて、
ｘの値が45000のときのｙの値の差を求め
ます。

２つのグラフから「紙パックの枚数の違いがお
よそ何枚なのか」を見つけるために、グラフの
どこを見ればよいかがわかったよ。

紙パックの枚数の違いがおよそ
何枚になるかをグラフを用いて
数学的に説明する。

①で読み取ったことがグラフ上
のどこであるかと２つのｙの値の
差が示すことの意味を関連付け
る。

２つのグラフにｘ＝４５０００の
値を代入すると求まるｙの値が
何を表しているかを読み取る。

２つのグラフは重さが増えれば増えるほど距
離が離れているように見えるけど、このだん
だん離れていく距離と重さは関数関係なの
かな？関数だとすればどう表せるのかな？

かをみる。

（２）総量45000ｇの紙パックがあり、紙パック１枚の重さを28ｇとしたときと32ｇとしたときの紙パックの枚数の違いを
グラフから求める方法を説明する。

正答

－16－


